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発表演題名 管理型最終処分場における電気伝導率の深度分布とイオン類の評価 

学会名 第２１回廃棄物資源循環学会研究発表会 
発表者名 田中 宏和 （保健衛生部） 

開催場所 金沢市文化ホール、金沢ニューグランドホテル 

開催日時 平成２２年１１月４日（木）～６日（土） 

発表内容 埋立時期が異なる複数区画のボーリングコアの電気伝導率分析で、深度

1.00 から 1.75m に高値を示す層を確認した。これは硫酸イオン、カルシウ

ムイオン、炭酸水素イオンに起因し、保有水水位の年間変動により濃縮さ

れたためと推察され、時間の経過とともに難溶塩の形成も示唆された。

1.75m 以深では深度とともに EC が上昇傾向を示した。EC に寄与するイオン

としては全区画で易溶出性の塩化物イオン、ナトリウムイオン、カリウム

イオンが確認され、さらに嫌気性雰囲気の強い区画においては炭酸水素イ

オンの上昇も確認された。一方、好気性雰囲気が残る新しい区画では硫酸

イオンとカルシウムイオン濃度が下層部で高く、高 EC に寄与していた。年

間降水量が多く保有水水位が高くなりやすい処分場では難溶塩の形成によ

り塩類洗い出しが遅れる可能性があることから、安定化促進のためには適

切な保有水水位管理が求められる。 

 

 
 

 
 
 
 
 


